
TSR経済動向調査（2026年６月調査）分析レポート 2026年７月
(株)東京商工リサーチ 市場調査部

・調査期間：2026年６月15日～６月19日
・調査方法：ウェブアンケート
・回答企業数： TSRメールマガジン会員 6,312社

《回答企業の属性》

調査結果のまとめ

2026年６月調査における全体の業況は2.93と前回

から0.04ポイントの減少となったものの、地域間の

経済格差は縮小傾向となった。業種別では製造業が

3.00に達し良好な一方、建設業やサービス業は前回

比で0.21から0.13ポイント減少した。規模別では

1,000人以上の規模で改善が目立つ一方、49人以下

の規模では先行きへの警戒感が強まっている。

経営課題は「人材確保・育成」が64.0％で最多と

なり、自由回答では全業種を通じて、原材料・資

材・仕入価格の高騰や価格転嫁への対応が主要な経

営課題として挙げられ、調達の安定確保や新規顧客

開拓や事業拡大に関する意見も多くみられた。

今後3か月の業況見通しは、サービス業および100

人以上の企業規模で3.00を上回る予測であり、属性

によって先行きに明るい兆しが見え始めている。

(1)調査概要

(2)地区別業況 全体の業況は前回調査から0.04ポイント減少したものの、地域の経済格差は縮小

全体の業況（昨年同期比）は2.93で、３月調査（2.97）から0.04ポイント減少した。

地区別では、近畿（3.07）が最も良好となり、次いで関東（3.05）、北陸と四国（ともに2.93）の順に続く。
一方、東北（2.77）、中国（2.80）は低水準にとどまった。なお、前回調査から業況が最も改善した地区は、近畿
（＋0.15）であり、低下した地区は、九州（−0.20）、東北（−0.14）、北海道（−0.11）となった。

都道府県別では、最も良好な千葉県（3.16）と最も不調な岡山県・青森県（ともに2.52）の格差は0.64となり、
前回調査の格差（0.77）から0.13ポイント減少しており、地域間の経済格差が縮小する結果となった。

図表1 業種内訳 図表2 地区別内訳

図表3 地区別業況スコアマップ 図表4 都道府県別業況スコアマップ

東北（青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島）
関東（茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、新潟、山梨）
北陸（富山、石川、福井）／中部（長野、岐阜、静岡、愛知、三重）
近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）
中国（広島、岡山、山口、鳥取、島根）／四国（香川、徳島、愛媛、高知）
九州（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄）
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※スコアの見方：各選択肢を「良い=5点」から「悪い=1点」
まで点数化して平均した指標。5点に近いほど良好、3点前後
は中立的、1点に近いほど評価が低いことを示す。
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(4)業種別分析 ［製造業］が業況トップ、今後３か月の見通しはサービス業で改善の兆し

業種別の業況（昨年同期比）は、製造業（3.00）が最も良好となり、次いで卸売業とサービス業（ともに2.95）、
その他（2.91）の順に続く。前回調査と比較すると、製造業（＋0.09）、卸売業（＋0.04）、小売業（＋0.02）は
改善した。一方、建設業、サービス業、その他は前回調査から減少し、特に建設業は0.21ポイントの減少となった。

今後３か月の業況見通しを今期の業況（昨年同期比）と比較すると、建設業とサービス業で改善が見込まれてお
り、特にサービス業では3.00ポイントに達する見込みである。一方、今後3か月の業況見通し同士を前回調査と比
較すると、建設業を除くすべての業種で改善がみられた。

図表6 業種別業況スコア（3区分）

(5)従業員数別分析 ［1,000人］の規模が業況トップ、50人以上の企業規模で改善がみられる

業種別の業況（昨年同期比）は、1,000人（3.32）が最も良好となり、次いで100～999人（3.10）、50～99人
（2.96）の順に続く。前回調査と比較すると、1,000人以上（＋0.32）、100～999人（＋0.02）、50～99人
（＋0.01）がそれぞれ改善した。一方、10人未満（-0.09）、10～99人（-0.03）はそれぞれ減少となった。

今後３か月の業況見通しを今期の業況（昨年同期比）と比較すると、全ての従業員規模で減少が見込まれており、
特に1,000人以上の規模で大幅な減少となる見込み。一方、今後3か月の業況見通し同士を前回調査と比較すると、
全ての規模で改善がみられた。

図表7 従業員数別業況スコア（3区分）

(3)四半期推移 今後３か月の業況見通しは北海道、中部、中国で改善の兆し

図表5 地区別業況スコア推移
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全体 北海道 東北 関東 中部 北陸 近畿 中国 四国 九州

業種 3月調査 6月調査 差 3月調査 6月調査 差 3月調査 6月調査 差

製造業 2.91 3.00 0.09 2.83 2.95 0.12 2.78 2.91 0.13

卸売業 2.91 2.95 0.04 2.90 2.95 0.05 2.74 2.79 0.05

小売業 2.79 2.81 0.02 2.80 2.80 0.00 2.64 2.75 0.11

建設業 3.02 2.81 -0.21 3.07 2.77 -0.30 2.90 2.90 0.00

サービス業 3.08 2.95 -0.13 3.06 2.95 -0.11 2.99 3.00 0.01

その他 2.95 2.91 -0.04 2.99 2.90 -0.09 2.62 2.91 0.29

業種別 平均スコア

業況（昨年同期比） 業況（前期比） 業況（今後３か月の見通し）

従業員数 3月調査 6月調査 差 3月調査 6月調査 差 3月調査 6月調査 差

10人未満 2.96 2.87 -0.09 2.93 2.88 -0.05 2.83 2.86 0.03

10～49人 2.95 2.92 -0.03 2.95 2.90 -0.05 2.84 2.90 0.06

50～99人 2.95 2.96 0.01 2.94 2.92 -0.02 2.78 2.92 0.14

100～999人 3.08 3.10 0.02 3.03 2.97 -0.06 2.87 3.00 0.13

1,000人以上 3.00 3.32 0.32 2.97 3.29 0.32 2.94 3.06 0.12

業況（昨年同期比） 業況（前期比） 業況（今後３か月の見通し）

従業員数別 　平均スコア



(6)時系列分析 前回調査から８項目がプラスへ、伸び率は「仕入価格（昨年同期比）」がトップ

３月調査と６月調査の時系列比較分析において、23項目中８項目がプラス、12項目がマイナス、３項目が横ばい
という結果となった。これは、12月から３月にかけての「８項目がプラス、13項目がマイナス」という状況からや
や改善する結果となった。

主要指標の変化をみると、業況（昨年同期比）は2.93で前回調査から0.04ポイント減と悪化し、売上（昨年同期
比）は3.05で前回調査から0.02ポイント増、経営利益（昨年同期比）は2.85で0.05ポイント減、資金繰り（昨年同
期比）は3.06で0.03ポイント減と厳しさが強まった。なお、今後の３か月の業況見通しは2.91で、前回調査から
0.08ポイント増と改善が見込まれる。

図表8 設問ごとの平均スコア

図表9 主要指標の時系列スコア
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(7)業種別推移 ［製造業］［小売業］［卸売業］の業種は前回調査から改善傾向

業種別のスコア推移をみると、製造業、小売業、卸売業は引き続き改善がみられた。一方、建設業、サービス業、
その他は減少傾向が続いている。

図表10 業種別の業況スコア推移
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製造業 卸売業 小売業 建設業 サービス業 その他

NO 設問 3月調査 6月調査 差 NO 設問 3月調査 6月調査 差

1 業況（昨年同期比） 2.97 2.93 -0.04 13 仕入価格（前期比） 3.74 3.84 0.10

2 業況（前期比） 2.95 2.91 -0.04 14 人件費（前期比） 3.59 3.60 0.01

3 業況（今後3か月の見通し） 2.83 2.91 0.08 15 設備投資（前期比） 3.18 3.16 -0.02 

4 売上（昨年同期比） 3.03 3.05 0.02 16 資金繰り（昨年同期比） 3.09 3.06 -0.03 

5 経常利益（昨年同期比） 2.90 2.85 -0.05 17 資金繰り（前期比） 3.08 3.06 -0.02 

6 販売価格（昨年同期比） 3.44 3.50 0.06 18 資金繰り（今後3か月の見通し） 2.99 2.96 -0.03 

7 仕入価格（昨年同期比） 3.85 3.96 0.11 19 残業時間（前期比） 3.02 2.98 -0.04 

8 人件費（昨年同期比） 3.74 3.74 0.00 20 金融機関の融資態度 3.16 3.15 -0.01 

9 設備投資（昨年同期比） 3.22 3.19 -0.03 21 粗利率（今後3か月の見通し） 2.57 2.58 0.01

10 売上（前期比） 3.00 3.00 0.00 22 倒産（今後3か月の見通し） 3.47 3.47 0.00

11 経常利益（前期比） 2.87 2.83 -0.04 23 廃業（今後3か月の見通し） 3.58 3.56 -0.02 

12 販売価格（前期比） 3.37 3.41 0.04

設問ごとの平均スコア



(8)直面する経営課題 「人材確保・育成」が64％で最多

直面している経営課題は、「人材確保・育成」が64.0％で最多となり、次いで「売上の増加」（48.8%）、
「コスト削減」（32.3％）、「デジタル化・IT化の推進」（26.6％）の順となっており、前回調査と上位項目に変
動はみられない。また、「その他」では原材料価格の高騰や資材調達の不安定さに関する意見が多くあげられた。
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図表11 具体的な経営課題（複数回答）

本レポートは四半期ごとに調査を実施しております。皆様のご協力が、我が国の直近の景況感を把握することを可能にし、問題点の明確化や課題
解決に向けた議論のきっかけとなり、さらには経済政策や企業戦略に有効なフィードバックを提供するための貴重な基礎資料となります。

読者の皆様には、継続的な調査へのご協力をお願い申し上げます。

(9)業種細分類別スコアランク ［荒物卸売業］がトップ、上位10業種は卸売業が最多

【その他】の主な内容

• 原材料・資材価格や仕入価格の高騰への対応と、
原材料調達の不安定さ。（製造業）

• 仕入価格や原材料価格の高騰への対応に加えて、
新規顧客開拓や市場縮小への対応。
（卸売業・小売業）

• 資材・建材価格の高騰への対応と、資材調達の
不安定さ。また、人材の高齢化への対応。
（建設業）

• 仕入価格や材料費の高騰に加えて、原材料不足
と納期への対応。（サービス業）

図表12 業種（細分類）別業況スコアランキング

業種細分類別の業況スコアをみると、「荒物卸売業」（3.50）、「その他の化学製品卸売業」（3.25）の卸売業
がトップとなった。一方、下位10業種は「木材・竹材卸売業」（2.30）、「ガソリンスタンド」（2.45）となり、
トップ業種との格差は1.20ポイントとなった。

※回答企業30社以上を対象とする。

本調査にご回答いただいた方への特典として、
詳細な分析結果を自由に可視化できる「限定ダッシュボード」を提供しております。

ダッシュボードとは？

膨大な調査データをグラフやチャートで直感的に把握できる分析ツールです。
自社の立ち位置の確認や、市場動向の予測に直接ご活用いただけます。

本ツールで確認できる詳細データ（一例）

・地域別比較 ： 各設問の都道府県別スコアチャートで、エリアごとの景況感を特定
・成長予測 ： 売上成長予測スコア別に詳細分析
・属性分析 ： 「設立年」や「従業員規模」ごとの経営課題の傾向
・時系列推移 ： 過去データと比較し、事業界のトレンドを把握

ご回答者さま特典
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業種 業況スコア 業種 業況スコア

荒物卸売業 3.50 自動車部分品・附属品製造業 2.77

その他の化学製品卸売業 3.25 機械設計業 2.77

他に分類されないその他の小売業 3.21 木造建築工事業 2.74

他に分類されない専門サービス業 3.21 自動車（新車）小売業 2.73

電気機械器具卸売業（家庭用電気機械器具を除く） 3.20 事業協同組合（他に分類されないもの） 2.66

その他の産業機械器具卸売業 3.14 広告業 2.55

経営コンサルタント業 3.07 その他の建築材料卸売業 2.53

他に分類されないその他の事業サービス業 3.06 オフセット印刷業（紙に対するもの） 2.53

電気通信工事業（有線テレビジョン放送設備設置工事業を除く） 3.06 内装工事業 2.47

貸家業 3.05 ガソリンスタンド 2.45

受託開発ソフトウェア業 3.05 木材・竹材卸売業 2.30

上

位
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下
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1
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今回結果チャート

Tableauにより結果を可視化。属性情報、都道府県スコアチャート、各設問のクロス集計
結果等の詳細はこちら。

時系列チャート

Tableauにより業況や売上、資金繰り等の項目について結果を加重平均しスコア化。時系
列変化を確認可能。詳細はこちら。

サマリーPDFダウンロード

当画面のPDF版をダウンロードするにはこちら。

※回答者向けのボタン
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